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研究成果の概要（和文）：幼稚園教諭・保育士養成課程に精神保健福祉士養成課程を付加することにより，「発
達障害児を含むあらゆる子どもを対象とした幼児教育・保育と，妊娠出産からはじまる子育て支援の双方を修得
できる保育者養成」として，平成29年度からＡ大学Ｂ学科がスタートした．本研究では,①現在の地方自治体に
求められている機能の鳥観図を作成し，②この機能を果たすために，既存のＡ大学Ｂ学科のカリキュラムをPDCA
サイクルに基づき修正して，実践力の高い保育者養成として完成度を高め，③実践の理論的背景の一部を示し，
④カリキュラムの大学４年間での実現可能性を証明し，⑤教育と福祉の双方を実施できる子ども支援者の社会的
有用性を示した.

研究成果の概要（英文）：By adding a mental health worker training course to the kindergarten teacher
 and nursery teacher training courses, University A's Department B was launched in fiscal year 2017 
as a “training program for childcare professionals who can acquire both early childhood education 
and care for all children, including children with developmental disabilities, and childcare support
 starting from pregnancy and childbirth. In this study, we 1) created a bird's-eye view of the 
functions currently required by local governments, 2) revised the existing curriculum of University 
A, Department B based on the PDCA cycle to fulfill these functions and improve its completeness as a
 training program for childcare professionals with high practical ability, 3) presented part of the 
theoretical background of the practice, and 4) proved the feasibility of the curriculum in four 
years at the university. 5) The social usefulness of child caregivers who can implement both 
education and welfare is demonstrated.

研究分野： 子ども学および保育学関連

キーワード： こども基本法　こども家庭庁　多機能化　保育士養成　幼稚園教諭養成課程　精神保健福祉士養成課程
　妊娠出産　インクルーシブ保育

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
こども庭庁の設置とこども基本法の施行は,保育所などの多機能化に対応でき,連携力のある保育士や幼稚園教諭
を必要としている.本研究は,幼稚園教諭・保育士養成課程に精神保健福祉士養成課程を付加することにより，
「発達障害児を含むあらゆる子どもを対象とした幼児教育・保育と，妊娠出産からはじまる子育て支援の双方を
修得できる保育者養成」の具体的内容と理論的な根拠を示すとともに,実際に卒業生を輩出することにより実現
可能性を示したことに学術的意義と社会的意義がある.

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
フィンランドのネウボラをモデルとして，妊娠期から子育て期にわたるまでの支援を行う「子

育て世代包括支援センター」が設置され，全国展開をめざしていくとされている．同時に保健分
野から障害児を含む保育・幼児教育への接続も必要となってくる．このように見てくるならば，
保育学を学ぶ者（幼児教育だけではなく保育場面のケアワークを含む）は，妊娠出産からはじま
る子ども子育て支援と，他職種との連携力を含む価値・知識・技術（ソーシャルワークを含む）
を同時に身につける必要性がある．換言するならば，人の一生あるいは出生前をも含めてライフ
コースととらえ，あらゆる子どもを対象としたインクルーシブな幼児教育・保育と，出生以前か
ら始まる子育て支援の両者を一体として修得した保育者の養成が必要とされている（図 1）．幼
児教育・保育を中心とするインクルーシブな子ども支援と，妊娠出産からはじまる子育て支援の
双方を修得した保育者を養成できるカリキュラムは存在せず，妊娠・出産から小学校就学の始期
にいたる切れ目のない子ども子育て支援者養成カリキュラムを開発する必要性は高い． 

図 1 妊娠・出産からはじまるあらゆる子どもと保護者の支援 

２．研究の目的 
幼稚園教諭・保育士養成課程に精神保健福祉士養成課程を付加することにより，「発達障害児

を含むあらゆる子どもを対象とした幼児教育・保育と，妊娠出産からはじまる子育て支援の双方
を修得できる保育者養成」として，平成 29 年度からＡ大学Ｂ学科がスタートした．本研究の目
的は，①メゾレベルの現在の地方自治体に求められている「機能」の鳥観図を作成すること，②
この機能を果たすために，既存の大学カリキュラムを PDCA サイクルに基づき修正して，実践
力の高い保育者養成として完成度を高めること，③実践の理論的背景の一部を示すこと，④カリ
キュラムの大学４年間での実現可能性を証明すること，⑤教育と福祉の双方を実施できる子ど
も支援者の社会的有用性について示すことを目的としている． 
３．研究の方法 
今回の研究では，まず、メゾレベルの地方自治体に求められている機能を知るため、妊娠出産

からはじまる子育て支援制度のもととなったフィンランドのネウボラ調査（２回），行政（子育
て世代包括支援センター等）での聞き取り調査、地域の先進的な福祉施設での聞き取り調査等を
実施した．次いで，これらの調査結果を基に，共同研究者（≒授業担当者）の経験を加味して，
保育者養成校（Ａ大学Ｂ学科）でカリキュラムマネジメントを実施し，具体的な授業内容を確定
した．その際，授業実践だけではなく，理論的背景を考察した．さらに，４年間ではやや過密に
なることが予想されたカリキュラムの実現可能性を，１期生から４期生までの実際の資格取得
者数及び取得率により証明した．さらに、教育と福祉の新しい関係性に関して，従来のスクール
ソーシャルワーカー活用事業との比較をすることにより一定の方向性を示した． 
４．研究成果 
（1）（研究途中に創設された）こども家庭庁も視野に入れた，地方自治体に求められる連携 
メゾレベルの現在の市町村に求められている「機能」の鳥観図は以下の内容である（図２） 

（2）実施したカリキュラムの内容 
①日本国憲法 
日本国憲法自体は幼稚園教諭免許状取得の必修科目であるが，学科の教員自身が「保育と日本

国憲法」というテキストを出版し，1年次に「少数者の人権保障＝多様性」の重要性を，憲法の
人権論と幼稚園教育要領・保育所保育指針・幼保連携型認定こども園教育保育要領や保育現場と
を結びつけながら講義することをスタート点とした． 
②子ども医療福祉総論 
 様々な機能を採り入れた科目構成が遠心力（バラバラになる危険性）として働かないようにす
るため，人と環境との相互作用，ノーマライゼーションとソーシャルインクルージョン，ICF，
医療・保健・福祉・教育の関係，高齢者分野の医療福祉から子ども分野の医療福祉へ，ライフス
テージ論とライフコース論，ソーシャルワーク・ケアワーク・教育の関係（融合論）などの考え 



図 2 こども家庭庁と地方自治体に求められる機能 

方を，保育の学習が進んだ 2年次に講義した． 
③医療福祉系科目 
 世界初の医療福祉大学での保育者養成の特徴を活かして，保育士養成の「子どもと保健」や精
神保健福祉士養成の「医学概論」「精神医学と精神医療」に加えて，「小児科学」「母性・小児看
護」「救急措置法」「小児ケア方法論」「障害児のケアと発達支援」などの科目を開講し，医療と
保健と福祉との連携・多機能化に対応できる基礎知識の習得を目指した． 
④精神保健福祉士系科目 
 社会福祉士と精神保健福祉士の共通科目（社会保障など）は，基礎領域と応用領域に分け，原
則としてⅠ（基礎領域）を必修とし，Ⅱ（応用領域）を選択とすることにより，原則必修の保育
者養成との調和を図った． 
⑤ 病児・医療的ケア児保育実習 
 病児・医療的ケア児保育実習では，3年次の秋学期に, 病棟実習と病児・医療的ケア児保育実
習合わせて 45 時間行った．川崎医科大学附属病院の小児病棟で病棟保育を，同医療保育室で病
児保育実習を行い，他の 2つの保育園で医療的ケア児保育実習を行った． 
⑥発達障害児のケアと発達支援実習 
 発達障害児のケアと発達支援実習では，4年次の秋学期に，学内実習・学外実習の往還的な形
態で 45 時間実施した．具体的には，個別的な評価（観察），個別的な目標設定と計画立案，発達
や障害特性に応じた環境構成や支援方法，こどもに対する介入（指導），再構造化・計画や活動
の調整である．これらを，5 週間，公立保育園・認定こども園（拠点園），児童発達支援センタ
ー，特別支援学校（小学部 1年生）で実施した．なお，通常の保育者養成や医療・保健・福祉系
の科目だけでは十分とは言えない Play（遊び）の技術を習得するため，「子どもと遊びの指導法
（障害児・病児の遊びを含む）」を開講した． 
⑦精神保健福祉援助実習 
 精神保健福祉援助実習では，4年次の春学期に精神科医療機関で 12 日間（90 時間）以上，障
害者福祉サービス事業を行う施設で約 16 日間（120 時間）（精神科医療機関との合計が 28 日 210
時間以上）の実習を実施した． 
（3）「子ども医療福祉」の理論的背景 
①ライフコース論（多様性）とライフステージ論 
 人の一生を考えるうえで，ライフサイクル論を前提に，それぞれのライフステージを考える手
法が用いられてきた．ライフサイクル論は，全体性を考慮しているという点で，画期的ではある．
特に画一的な対応を必要とする制度論を考えたときには，一般的なライフサイクルの中で，ライ
フステージを考えるということに一応の合理性はある．しかし，現在，対人援助の領域の多くで
は，従来のライフサイクル・ライフステージ論に変わり，生態学的な概念であるライフコースを
用いている．ライフサイクルモデルに基づくライフステージは固定さており，連続的で，あらか
じめ予想がつき，普遍的である のに対し，ライフコースは，多様な環境と文化，そして，妊娠，
出生から老年までの様々な生活経験のなかで，人間のとる独自の予測できない道筋として考え
られる．また，医療や福祉の共通の基盤となる国際生活機能分類（ICF）とも，より整合性があ
る．「子ども医療福祉」を考えるに際し，制度論や学習過程としてのライフサイクル論の有効性
を認めつつ，「子ども医療福祉」の援助の視点としては，ライフコ－ス論によることになる． 
②医療保育領域 
 前述のごとく「人の一生」を考えたとき，医療福祉学は高齢者医療福祉領域で完結するもので
はなく，「子ども」の領域でも必要となる．現在の医療（治療）・福祉（生活）・教育の関係を図
示した．1人当たりの医療費と医療の必要性は同義ではないが，一応の相関があると考えてよく，
1 人当たりの医療費は，新生児・乳幼児期は高額であるが，その後いったん下がり，65 歳以上，
75 歳以上と加齢に伴い上昇する．また，福祉（生活）と教育の関係をイメージでは，3歳頃（幼



稚園・保育園の年少クラス等）から教育の占める割合が増加しはじめ，義務教育就学後から最高
に達する．また，定年退職後も，社会教育・生涯学習として教育は，生活の中で一定の割合を占
めることを示している．年齢をもとにすると，右の部分が「高齢者医療福祉」で扱う領域であり，
左の部分が「医療保育」領域ということになる． 
③ネウボラの考え方 
 こども基本法やこども家庭庁設置法では，子どもだけを対象とするのではなく，母親ら家族を
対象とした妊娠・出産から始まる切れ目のない総合的な支援体制と実践がようやく緒についた．
この制度改正の際，参考とされたものの一つが，フィンランドで実践されている「ネウボラ」で
ある．「ネウボラ」とは，アドバイスの場という意味で，妊娠期から出産，そして就学前までの
子どもの成長・発達の支援と，母親・父親・きょうだい等を含む家族全体の心身の健康サポート
も目的とした制度であり，本場フィンランドでは，現在も改良・進化し続けている．2005（平成
17）年創設の川崎医療短期大学創設時は，「医療保育」領域を想定したが，2017（平成 29）年開
設の川崎医療福祉大学子ども医療福祉学科開設にあたっては，フィンランドの「ネウボラ」（図
１）の考えに基づき，対象を父母やきょうだいなどの家族に範囲を広げている． 
④ソーシャルワークとケアワークの関係（融合論） 
 社会福祉と関係する専門職養成課程を，ソーシャルワークとケアワークの関係に焦点を当て
てみたとき，ソーシャルワークとケアワークの「融合論」・「分離論」の論争に続き，2008（平成
20）年以降ソーシャルワーカーの国家資格である社会福祉士（精神保健福祉士を含む）とケアワ
ーカーの国家資格である介護福祉士との関係では，「分離論」による制度設計がなされた．これ
に対して，社会福祉士（精神保健福祉士を含む）とケアワーカーと位置付けることのできる保育
士との関係では，「融合論」の余地を残した制度設計のまま，今日にいたっている．子ども医療
福祉学科は，橋本の，ソーシャルワークとケアワークの関係について，①ボランティア等の体験
部分，②ソーシャルワークとケアワークの共通部分，③ソーシャルワーク独自の基礎的な部分，
④卒後教育が担当するソーシャルワークの専門的な部分の段階になっているとの結果に基づき，
「融合論」に幼児教育を付加したものを基礎とする制度設計がなされている．なお，「子ども学」
の中心的な考えの 1 つも，「生態学を基礎とする人と環境との相互作用」を基礎とする学問であ
ることから，「子ども学」と「ソーシャルワーク」はこの点でも理論的整合性がある． 
⑤ジェネリック・ソーシャルワークとスペシフッィク・ソーシャルワークとの関係 
 このように融合論によったとしても，なぜソーシャルワークとして精神保健福祉士養成を採
用したのかが，ジェネリック・ソーシャルワークとスペシフィック・ソーシャルワークとの関係
で問題となる．ジェネリック・ソーシャルワークとスペシフィック・ソーシャルワークに関して 
は，1929 年のミルフォード会議報告書で初めてこの概念が用いられ，バートレットが深化させ
た．そうすると，社会福祉士養成がジェネリック・ソーシャルワークに近く，精神保健福祉士が
スペシフィック・ソーシャルワークに近いと考えるならば，社会福祉士養成を基礎としない精神
保健福祉士養成は，ジェネリック/ スペシフィックの考えと整合性が取れなくなる可能性があ
るからである．しかし，現在の社会福祉士と精神保健福祉士の「共通科目」と「独自科目」の関
係を再吟味したとき，ジェネリック＝共通科目，スペシフィック＝専門科目と考えるのが自然で
あり，単独で精神保健福祉士養成をすることもジェネリック/スペシフィックの歴史に反しない
のではないかと考えるようになった．そのうえで，①障害者基本法等の改正により精神障害に発
達障害が含まれることとなったため，発達障害児保育コースと親和性があること，②精神保健福
祉士の仕事には，マタニティーブルーや産後うつへの対応が含まれており，ネウボラに近いこと
から精神保健福祉士養成を採用した. 
⑥ジェネラリスト・ソーシャルワークの視点 
 ジェネラリストの定義には明確なものはないが，①人と環境，個人と社会（制度），そしてそ
の交互作用を捉え，さまざまな援助方法を用いて援助してきたこと，②共通する特徴は，さまざ
まな理論を拠り所とする方法を折衷的に活用する方法的多様性援助対象を捉える包括的な視点
であるとされる．この点，「子ども医療福祉」は，人と環境との相互作用・交互作用をベースに，
子ども自身や家庭といった「ミクロ」のレベルだけではなく，子ども子育て支援施設・地域とい
った「メゾ」のレベル，全国的な制度等をも含む「マクロ」のレベルを統合したジェネラリスト
の視点での援助を想定している． 
（4）カリキュラム実現可能性 
8 年間（卒業生は１期生から４期生）で 318 名の学士（子ども医療福祉学）を送り出し，その

うち 316 名が保育士を（取得率 99.4%），302 名が幼稚園教諭 1 種免許状を取得するとともに（取
得率 95.0%），精神保健福祉士にも 44 名が合格し（合格率 95.7%），保育者養成をベースとした妊
娠から始まる子ども子育て支援者養成カリキュラムの実現可能性を証明できたと考えている． 
（5）さらなる可能性：2021 年の中教審答申以後の教育と福祉の新しい関係性の仮説 
 また，2021 年の中教審答申以後の教育と福祉の新しい関係性（特定分野の強みや専門性をも
つ２種教諭養成）を題材として，たとえば保育・教育に加えてソーシャルワークの専門性を修得
した「特定分野の強みや専門性」を有した多様性のある教員集団は，今日重要性の増している組
織内外の専門職連携の問題も解決できる可能性があると考えた。 
学校外の家庭や地域の問題解決のために，2008（平成 20）年には，文部科学省の新規事業「ス

クールソーシャルワーカー活用事業」が全国展開された．しかし、スクールソーシャルワーカー
（SSW）は学校内部の情報や生徒の課題を全て知らされているわけではない．ここに、あやふや



な機関の承認と組織的な支持になりやすい SSW 等分離型（外付け型）の専門職連携の限界があ
る．これに対して、今回の特定分野の強みや専門性をもつ２種教諭養成では、ソーシャルワーカ
ー等の強みを持った者が教諭として学校に採用されることになる（融合型（一体型））．そうする
と、学校内部の情報や生徒の課題を知ることができ、あやふやな支持や承認という分離型（外付
け型）の問題点を克服することができ、学校内の連携の問題も克服される．ただし、特定の者が
生徒指導等を担うとなると、教員の働き方改革の点の問題が生じる可能性がある．この融合型
（一体型）と SSW 活用に代表される分離型（外付け型）を併用すること（併存型）が、学校・家
庭・地域の問題解決の最適解ではなかろうか．この併存型では、多様性のある教員集団の一つと
して、校内の福祉を基礎とする教諭が SSW と連携したり、あるいは場合によっては、福祉を基礎
とする教諭自身が校内での連携を基礎に、「家庭や地域」との問題解決に当たることになる． 

図３ 教育と福祉の専門性を有する子ども支援者による学校における新しい形の連携 
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